
児童に育成を目指す資質・能力 複数の教科や学年全体に共通する取組 

〇自分の考えをもち表現すること ・自力解決する時間を設定する。 

・友達と考えを共有する時間を設定する。 
 

教
科 

教科で育成を目指す資質・能力 資質・能力を育成するための具体的な取組（学習活動など） 

国
語 

○根拠となる叙述を明確にしながら、自分の考

えをもつこと。 

・ICTの活用やペアワークなど、児童同士で考えを伝え合う機

会を増やす。 

・教科書の中の言葉に注目して、叙述を基に捉えることができ

るよう、ワークシートを工夫したり、サイドラインを活用し

たりする。 

社
会 

○社会的事象について理解し、自分の考えをも

つこと。 

・資料の見方を指導し、必要な情報にサイドラインを引いた

り、丸で囲ったりすることで適切な情報を収集できるように

する。 

・社会的事象への関心をもたせるため、ICTを活用する。 

算
数 

○基礎的・基本的な概念や性質などを理解する

とともに、問題文から情報を適切に読み取っ

た上で、正しく立式したり、自分の考えを記

述、説明したりすること。 

・見通し（既習の図・式・性質）を全体で共有し、主体的に思

考する「自力解決」の時間を十分に設定する。 

・自分の言葉で解き方を交互に説明する。聞き手は「どの図、

式のことか」を指さしながら確認する。 

理
科 

○既習事項を生かしながら、問題を見付けて観

察、実験を行い、問題解決し、自分の言葉で表

現すること。 

・自ら考え問題を解決するため、予想したり、考察したりする

時間を十分に取る。 

・考えを表現するための方法を例示することで、自分に合った

方法を選んで分かりやすく伝えられるようにする。 

生
活 

○予想や気付いたことを自分なりに考えたり、

表現したりすること。 

・活動前に色や触り心地などの具体的な視点を示し、五感を使

った事前予測を促す。 

・オノマトペや多様な表現手法（絵・動作など）、比較シート

を活用し、自分に合った方法で気付きや考えを表現させる。 

音
楽 

○音楽に対しての思いや感じたことを音楽的な

言葉を使って伝え合うこと。 

・音楽の要素、表現する時に使える言葉を掲示する。 

・自身の音楽に対しての思いや感じたことを深めるため、少人

数や全体など、考えを共有する多様な場を設ける。 

図
画
工
作 

○創造的に発想や構想したり、自分の見方や感

じ方を深めたりすること。 

・発想や工夫ができるように、ゆとりのある制作時間を設定す

る。 

・自分や友達の作品鑑賞の機会を設定する。 

家
庭 

○家庭生活における様々な工夫に気付き、日常

生活を改善するための実践を考え表現するこ

と。 

・自分の生活（整理整頓・食事など）をチェックリストや写真

で可視化・比較し、日常生活の課題や工夫できる点に自ら気

づかせる。 

・思考ツールや計画シートを活用して「何を・どう改善する

か」を具体的にまとめ、発表・共有活動を通して互いに計画

を高め合う。 

体
育 

〇自己の課題を見付け、その解決に向けて活動

を工夫すること。 

・次の課題が設定できるように振り返りをする時間を設ける。 

（共有タイム・振り返り等） 

・児童のつまずきや課題を想定し、課題解決に向けた場や練習

方法を選べるようにする。 

外
国
語 

○身近で簡単な事柄について、自分の考えや気

持ちを積極的に伝え合ったり、語順を意識し

て書いたりすること。 

・アクティビティの中で、正しい英語の発音や語順を聞いた

り、発音したりする機会を多く取り入れる。 

・単元で使う単語や表現を繰り返し発音したり、自分の思いや

考えの伝え方を例示したりする。 

 

令和８年度 立川市立第九小学校 授業改善推進プラン 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

◎自ら学ぶ子 

○たくましい子 

  


